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(57)【要約】
【課題】切削インサートを容易にかつ安定してホルダに 
装着させ、被加工物に対して良好に加工することが可能 
な切削インサート、ホルダ及び切削工具を提供する。
【解決手段】被加工物Ｗを切削加工する際に用いられる 
切削工具１００であって、ホルダ５０と、ホルダ５０の 
先端に装着される切削インサート１０と、を備え、ホル 
ダ５０は、切削インサート１０が嵌合されるインサート 
ポケット５３と、インサートポケット５３に嵌合される 
切削インサート１０を弾性的に係止するストッパ部６１ 
と、を有し、切削インサート１０は、切れ刃１３を有す 
る切削部１１と、インサートポケット５３に嵌合される 
嵌合部１２と、嵌合部１２に形成され、ホルダ５０のス 
トッパ部６１に係止される係止部２１と、を有する。
【選択図】図２

審査請求　有　請求項の数　15　　ＯＬ　（全18頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ル ダ の 先 端 に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト で あ っ て 、
　 切 れ 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、
　 前 記 ホ ル ダ に 形 成 さ れ た イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 嵌 合 部 に は 、 前 記 ホ ル ダ の 一 部 に 係 止 さ れ る 凹 状 の 係 止 部 を 有 す る 、
　 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト の 内 面 が 当 接 さ れ て 前 記 ホ ル ダ に 対 し て 拘 束 さ れ る 当 接 面 を 有  
す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 削 部 は 、
　 側 方 に 設 け ら れ た 横 切 れ 刃 と 、
　 前 方 に 設 け ら れ た 前 切 れ 刃 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 横 切 れ 刃 と 前 記 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５ ° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 先 端 に 切 削 イ ン サ ー ト が 装 着 さ れ る ホ ル ダ で あ っ て 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト が 嵌 合 さ れ る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 弾 性 的 に 係 止 す る ス ト ッ パ  
部 と 、
　 を 有 す る 、
　 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 部 に お け る 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ の 前  
記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 部 は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト に 形 成 さ  
れ た 凹 状 の 係 止 部 に 係 合 す る 凸 部 を 有 す る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 外 面 に 当 接 し て 前 記 切 削 イ ン サ ー ト  
を 保 持 す る 拘 束 面 を 有 す る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に お け る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 合 方 向 前 方 側 に 連 通 す る キ ー  
ホ ー ル が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 被 加 工 物 を 切 削 加 工 す る 際 に 用 い ら れ る 切 削 工 具 で あ っ て 、
　 ホ ル ダ と 、
　 前 記 ホ ル ダ の 先 端 に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ホ ル ダ は 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト が 嵌 合 さ れ る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 弾 性 的 に 係 止 す る ス ト ッ パ  
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部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 切 れ 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 部 と 、
　 前 記 嵌 合 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 ホ ル ダ の 前 記 ス ト ッ パ 部 に 係 止 さ れ る 係 止 部 と 、
　 を 有 す る 、
　 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 部 に お け る 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ の 前  
記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 部 は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト に 形 成 さ  
れ た 凹 状 の 前 記 係 止 部 に 係 合 す る 凸 部 を 有 す る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ホ ル ダ の 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト は 、 拘 束 面 を 有 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 前 記 嵌 合 部 を 嵌 合 す る こ と に よ り 、  
前 記 拘 束 面 が 当 接 さ れ て 前 記 ホ ル ダ に 保 持 さ れ る 当 接 面 を 有 す る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に お け る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 合 方 向 前 方 側  
に 連 通 す る キ ー ホ ー ル を 有 す る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 切 削 部 は 、
　 側 方 に 設 け ら れ た 横 切 れ 刃 と 、
　 前 方 に 設 け ら れ た 前 切 れ 刃 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 横 切 れ 刃 と 前 記 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５ ° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 前 切 れ 刃 は 、 切 削 時 に お け る 前 記 被 加 工 物 に 対 す る 切 込 み 角 が ６ ０ ° 以 上 １ ４ ５ °  
以 下 と な る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 切 削 イ ン サ ー ト 、 ホ ル ダ 及 び 切 削 工 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 棒 状 の ホ ル ダ の 先 端 に 、 切 れ 刃 を 有 す る 菱 形 形 状 を な す チ ッ プ を ネ ジ  
止 め す る 内 径 旋 削 用 工 具 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ ， ３ に は 、 ホ ル ダ の 先 端 に 長 尺 の 取 り 付 け 孔 （ 挿 入 孔 ） が 形 成 さ れ 、  
こ の 取 り 付 け 孔 内 に 、 切 れ 刃 を 有 す る 棒 状 の 切 削 イ ン サ ー ト を 挿 入 し て ネ ジ 止 め す る 切 削  
工 具 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ４ に は 、 ホ ル ダ ブ レ ー ド の イ ン サ ー ト 受 入 れ ス ロ ッ ト に イ ン サ ー ト が  
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押 し 込 ま れ て 組 付 け ら れ る 切 削 工 具 が 示 さ れ 、 ま た 、 特 許 文 献 ５ に は 、 イ ン サ ー ト ホ ル ダ  
の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 切 削 イ ン サ ー ト が 嵌 め 込 ま れ る 切 削 工 具 が 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ １ ５ １ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ６ ３ ５ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ５ ７ ４ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 ２ ０ １ ６ － ５ １ １ １ ６ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 表 ２ ０ １ ２ － ５ ２ ２ ６ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 切 削 工 具 で は 、 チ ッ プ を ク ラ ン プ す る た め の ネ ジ 山 を ホ  
ル ダ に 確 保 す る 都 合 上 、 ホ ル ダ を 細 く す る こ と に 限 界 が あ り 、 最 小 加 工 径 を 小 さ く す る こ  
と が 困 難 で あ っ た 。 こ の よ う な 小 物 部 品 加 工 用 の チ ッ プ 交 換 式 の 内 径 切 削 工 具 で は 、 ク ラ  
ン プ 用 に 極 め て 小 さ な ネ ジ が 使 用 さ れ る た め 、 ネ ジ の 落 下 や 紛 失 が 生 じ や す く 、 取 り 付 け  
作 業 性 に 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ ， ３ の よ う に 、 切 れ 刃 を 有 す る 棒 状 切 削 イ ン サ ー ト を 備 え る 工 具 の 場  
合 も 、 棒 状 切 削 イ ン サ ー ト の 位 置 決 め 用 に 小 さ な ネ ジ が 使 用 さ れ る 。 特 に 、 切 削 イ ン サ ー  
ト が 細 い 棒 状 で あ る こ と か ら も 、 ネ ジ が 取 り 扱 い に く く 、 ホ ル ダ へ の 切 削 イ ン サ ー ト の 取  
り 付 け 作 業 性 に 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ４ ， ５ は 、 ネ ジ を 用 い ず に 、 ホ ル ダ の ポ ケ ッ ト に 切 削 イ ン サ ー ト を 装 着  
さ せ る 構 造 の 工 具 で あ る が 、 ホ ル ダ へ の 切 削 イ ン サ ー ト の 取 り 付 け 強 度 が 安 定 せ ず 、 被 加  
工 物 に 対 す る 加 工 時 に 切 削 イ ン サ ー ト が 変 動 し 、 良 好 な 加 工 が 困 難 と な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 切 削 イ ン サ ー ト を 容 易 に か つ 安 定 し て ホ  
ル ダ に 装 着 さ せ 、 被 加 工 物 に 対 し て 良 好 に 加 工 す る こ と が 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト 、 ホ ル ダ  
及 び 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 ホ ル ダ の 先 端 に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト で あ っ て 、
　 切 れ 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、
　 前 記 ホ ル ダ に 形 成 さ れ た イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 嵌 合 部 に は 、 前 記 ホ ル ダ の 一 部 に 係 止 さ れ る 凹 状 の 係 止 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 イ ン サ ー ト に よ れ ば 、 嵌 合 部 の 凹 状 の 係 止 部 が ホ ル ダ の 一 部 に 係 止 さ れ  
る 構 造 で あ る の で 、 ネ ジ に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ へ 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 切 削 イ  
ン サ ー ト を ホ ル ダ へ 容 易 に か つ 安 定 し て 装 着 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン  
サ ー ト の ホ ル ダ へ の 装 着 作 業 性 を 向 上 で き 、 ま た 、 ネ ジ の 落 下 や 紛 失 な ど の 不 具 合 を 解 消  
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト の 内 面 が 当 接 さ れ て 前 記 ホ ル ダ に 対 し て 拘 束 さ れ る 当 接 面 を 有  
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ の 構 成 の 切 削 イ ン サ ー ト に よ れ ば 、 当 接 面 が イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト の 内 面 に 当 接 さ れ て  
保 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ル ダ に 対 す る 切 削 イ ン サ ー ト の 保 持 力 を 高 め 、 被 加 工 物 の 加  
工 時 に お け る 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 前 記 切 削 部 は 、
　 側 方 に 設 け ら れ た 横 切 れ 刃 と 、
　 前 方 に 設 け ら れ た 前 切 れ 刃 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 横 切 れ 刃 と 前 記 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５ ° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 イ ン サ ー ト に よ れ ば 、 横 切 れ 刃 と 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５ ° 以 上 ８ ０  
° 以 下 で あ る の で 、 Ｉ Ｓ Ｏ で 規 格 化 さ れ て い る 菱 形 イ ン サ ー ト の 代 替 品 と し て の 使 用 が 可  
能 と な り 、 そ の よ う な 菱 形 イ ン サ ー ト と 同 様 の 切 削 加 工 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ホ ル ダ は 、
　 先 端 に 切 削 イ ン サ ー ト が 装 着 さ れ る ホ ル ダ で あ っ て 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト が 嵌 合 さ れ る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 弾 性 的 に 係 止 す る ス ト ッ パ  
部 と 、
　 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 の ホ ル ダ に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト を ス ト ッ  
パ 部 に よ っ て 弾 性 的 に 係 止 し て 装 着 さ せ る 構 造 で あ る の で 、 ネ ジ に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト  
を ホ ル ダ へ 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ へ 容 易 に か つ 安 定 し て 装 着 さ せ  
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の ホ ル ダ へ の 装 着 作 業 性 を 向 上 で き 、 ま た  
、 ネ ジ の 落 下 や 紛 失 な ど の 不 具 合 を 解 消 で き る 。 し か も 、 ネ ジ 山 を 不 要 に で き る の で 、 ホ  
ル ダ を 小 径 に で き 、 小 物 部 品 の 加 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ホ ル ダ は 、
　 前 記 ス ト ッ パ 部 に お け る 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ の 前  
記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 構 成 の ホ ル ダ に よ れ ば 、 ス ト ッ パ 部 に お け る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 イ ン サ ー ト  
ポ ケ ッ ト へ の 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト を 形 成 す る こ と に よ り 、 ス ト  
ッ パ 部 を 良 好 に 弾 性 変 形 可 能 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ホ ル ダ は 、
　 前 記 ス ト ッ パ 部 は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト に 形 成 さ  
れ た 凹 状 の 係 止 部 に 係 合 す る 凸 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 の ホ ル ダ に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 切 削 イ ン サ ー ト を 嵌 合 さ せ る こ と に  
よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の 凹 状 の 係 止 部 に 弾 性 変 形 し た ス ト ッ パ 部 の 凸 部 が 係 合 す る 構 造 で  
あ る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト を イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ 引 き 込 む こ と が で き る 。 ま た  
、 切 削 イ ン サ ー ト の 凹 状 の 係 止 部 に ス ト ッ パ 部 の 凸 部 が 係 合 す る 際 に 、 弾 性 変 形 し て い た  
ス ト ッ パ 部 が 復 元 す る の で 、 こ の ス ト ッ パ 部 が 復 元 す る 際 の 感 覚 （ い わ ゆ る ク リ ッ ク 感 ）  
に よ っ て 、 切 削 イ ン サ ー ト の 装 着 の 完 了 を 容 易 に 把 握 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ホ ル ダ は 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 外 面 に 当 接 し て 前 記 切 削 イ ン サ ー ト  
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を 保 持 す る 拘 束 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 構 成 の ホ ル ダ に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト を 拘 束 面  
に よ っ て 保 持 で き る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の 保 持 力 を 高 め 、 被 加 工 物 の 加 工 時 に  
お け る 切 削 イ ン サ ー ト の 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ホ ル ダ は 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に お け る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 合 方 向 前 方 側 に 連 通 す る キ ー  
ホ ー ル が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 構 成 の ホ ル ダ に よ れ ば 、 例 え ば 、 キ ー ホ ー ル に ピ ン を 押 し 込 ん で 、 イ ン サ ー ト ポ ケ  
ッ ト に 嵌 合 さ れ て 装 着 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト を 嵌 合 方 向 と 反 対 方 向 へ 押 し 出 す こ と に よ り  
、 ス ト ッ パ 部 に よ る 切 削 イ ン サ ー ト の 係 止 を 解 除 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ネ ジ  
に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト を 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 ホ ル ダ か ら 切 削 イ ン サ ー ト を 容 易 に 取 り  
外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 被 加 工 物 を 切 削 加 工 す る 際 に 用 い ら れ る 切 削 工 具 で あ っ て 、
　 ホ ル ダ と 、
　 前 記 ホ ル ダ の 先 端 に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ホ ル ダ は 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト が 嵌 合 さ れ る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 弾 性 的 に 係 止 す る ス ト ッ パ  
部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 切 れ 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 部 と 、
　 前 記 嵌 合 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 ホ ル ダ の 前 記 ス ト ッ パ 部 に 係 止 さ れ る 係 止 部 と 、
　 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト を ス ト  
ッ パ 部 に よ っ て 弾 性 的 に 係 止 し て 装 着 さ せ る 構 造 で あ る の で 、 ネ ジ に よ っ て 切 削 イ ン サ ー  
ト を ホ ル ダ へ 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ へ 容 易 に か つ 安 定 し て 装 着 さ  
せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の ホ ル ダ へ の 装 着 作 業 性 を 向 上 で き 、 ま  
た 、 ネ ジ の 落 下 や 紛 失 な ど の 不 具 合 を 解 消 で き る 。 し か も 、 ネ ジ 山 を 不 要 に で き る の で 、  
ホ ル ダ を 小 径 に で き 、 小 物 部 品 の 加 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 ス ト ッ パ 部 に お け る 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ の 前  
記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 ス ト ッ パ 部 に お け る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト 側 に 、 イ ン サ ー  
ト ポ ケ ッ ト へ の 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト を 形 成 す る こ と に よ り 、 ス  
ト ッ パ 部 を 良 好 に 弾 性 変 形 可 能 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 ス ト ッ パ 部 は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト に 形 成 さ  
れ た 凹 状 の 前 記 係 止 部 に 係 合 す る 凸 部 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 切 削 イ ン サ ー ト を 嵌 合 さ せ る こ と  
に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の 凹 状 の 係 止 部 に 弾 性 変 形 し た ス ト ッ パ 部 の 凸 部 が 係 合 す る 構 造  
で あ る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト を イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト へ 引 き 込 む こ と が で き る 。 ま  
た 、 切 削 イ ン サ ー ト の 凹 状 の 係 止 部 に ス ト ッ パ 部 の 凸 部 が 係 合 す る 際 に 、 弾 性 変 形 し て い  
た ス ト ッ パ 部 が 復 元 す る の で 、 こ の ス ト ッ パ 部 が 復 元 す る 際 の 感 覚 （ い わ ゆ る ク リ ッ ク 感  
） に よ っ て 、 切 削 イ ン サ ー ト の 装 着 の 完 了 を 容 易 に 把 握 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 ホ ル ダ の 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト は 、 拘 束 面 を 有 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 前 記 嵌 合 部 を 嵌 合 す る こ と に よ り 、  
前 記 拘 束 面 が 当 接 さ れ て 前 記 ホ ル ダ に 保 持 さ れ る 当 接 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト を 拘 束  
面 に よ っ て 保 持 で き る 。 こ れ に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の 保 持 力 を 高 め 、 被 加 工 物 の 加 工 時  
に お け る 切 削 イ ン サ ー ト の 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト に お け る 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 嵌 合 方 向 前 方 側  
に 連 通 す る キ ー ホ ー ル を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 例 え ば 、 キ ー ホ ー ル に ピ ン を 押 し 込 ん で 、 イ ン サ ー ト ポ  
ケ ッ ト に 嵌 合 さ れ て 装 着 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト を 嵌 合 方 向 と 反 対 方 向 へ 押 し 出 す こ と に よ  
り 、 ス ト ッ パ 部 に よ る 切 削 イ ン サ ー ト の 係 止 を 解 除 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ネ  
ジ に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト を 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 ホ ル ダ か ら 切 削 イ ン サ ー ト を 容 易 に 取  
り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 切 削 部 は 、
　 側 方 に 設 け ら れ た 横 切 れ 刃 と 、
　 前 方 に 設 け ら れ た 前 切 れ 刃 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 横 切 れ 刃 と 前 記 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５ ° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 切 削 イ ン サ ー ト の 横 切 れ 刃 と 前 切 れ 刃 と の な す 角 が ２ ５  
° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ る の で 、 Ｉ Ｓ Ｏ で 規 格 化 さ れ て い る 菱 形 イ ン サ ー ト の 代 替 品 と し て  
の 使 用 が 可 能 と な り 、 そ の よ う な 菱 形 イ ン サ ー ト が 装 着 さ れ た 切 削 工 具 と 同 様 の 切 削 加 工  
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 切 削 工 具 は 、
　 前 記 前 切 れ 刃 は 、 切 削 時 に お け る 前 記 被 加 工 物 に 対 す る 切 込 み 角 が ６ ０ ° 以 上 １ ４ ５ °  
以 下 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 構 成 の 切 削 工 具 に よ れ ば 、 切 削 時 に お け る 被 加 工 物 に 対 す る 前 切 れ 刃 の 切 込 み 角 が  
６ ０ ° 以 上 １ ４ ５ ° 以 下 と な る の で 、 Ｉ Ｓ Ｏ で 規 格 化 さ れ て い る 菱 形 イ ン サ ー ト の 代 替 品  
と し て の 使 用 が 可 能 と な り 、 そ の よ う な 菱 形 イ ン サ ー ト が 装 着 さ れ た 切 削 工 具 と 同 様 の 切  
削 加 工 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 切 削 イ ン サ ー ト を 容 易 に か つ 安 定 し て ホ ル ダ に 装 着 さ せ 、 被 加 工 物 に  
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対 し て 良 好 に 加 工 す る こ と が 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト 、 ホ ル ダ 及 び 切 削 工 具 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 切 削 工 具 の 先 端 に お け る 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 切 削 イ ン サ ー ト を 側 面 視 し た ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 下 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 切 削 イ ン サ ー ト の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ホ ル ダ の イ ン サ ー ト 取 付 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ホ ル ダ の イ ン サ ー ト 取 付 部 の 下 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 イ ン サ ー ト 取 付 部 に 設 け ら れ た ス ト ッ パ 部 を 下 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 ホ ル ダ の イ ン サ ー ト 取 付 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工  
具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 切 削 工 具 の 先 端 に お け る 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 切 削 イ  
ン サ ー ト を 側 面 視 し た ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 切 削 工 具 １ ０ ０ は 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ と  
、 ホ ル ダ ５ ０ と を 有 し て い る 。 こ の 切 削 工 具 １ ０ ０ は 、 ホ ル ダ ５ ０ の 先 端 に 切 削 イ ン サ ー  
ト １ ０ が 装 着 さ れ て お り 、 回 転 す る 被 加 工 物 に 対 し て ホ ル ダ ５ ０ の 先 端 の 切 削 イ ン サ ー ト  
１ ０ に よ っ て 内 径 部 分 を 切 削 す る 内 径 切 削 用 の 旋 削 工 具 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 下 方 か ら 視 た 斜 視  
図 で あ る 。 図 ７ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 平 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 側 面 図 で  
あ る 。 図 ９ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 正 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 裏 面 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 切 削 部 １ １ と 、 嵌 合 部 １ ２ と を 有  
し て い る 。 嵌 合 部 １ ２ は 、 切 削 部 １ １ の 後 部 に 一 体 に 成 形 さ れ て お り 、 切 削 部 １ １ か ら 後  
方 へ 向 か っ て 延 在 さ れ て い る 。 切 削 部 １ １ は 、 嵌 合 部 １ ２ の 両 側 部 か ら 張 り 出 す よ う に 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 例 え ば 、 超 硬 合 金 、 サ ー メ ッ ト 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 超 高 圧 焼 結 体  
あ る い は ダ イ ヤ モ ン ド な ど の 種 々 の 材 質 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 切 削 部 １ １ の 前 部 に は 、 上 方 側 に お け る 一 方 側 の 角 部 に 切 れ 刃 １ ３ を 有 し て い る 。 ま た  
、 切 削 部 １ １ は 、 切 れ 刃 １ ３ の 上 部 に ブ レ ー カ １ ４ を 有 し て い る 。 こ の 切 れ 刃 １ ３ は 、 横  
切 れ 刃 １ ５ と 、 前 切 れ 刃 １ ６ と を 有 し て い る 。 切 削 部 １ １ は 、 上 面 が す く い 面 １ ７ と さ れ  
、 一 側 面 が 横 逃 げ 面 １ ８ と さ れ 、 前 面 が 前 逃 げ 面 １ ９ と さ れ て い る 。 横 切 れ 刃 １ ５ は 、 す  
く い 面 １ ７ と 横 逃 げ 面 １ ８ と の 間 に 形 成 さ れ 、 前 切 れ 刃 １ ６ は 、 す く い 面 １ ７ と 前 逃 げ 面  
１ ９ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 切 削 部 １ １ は 、 側 方 に 設 け ら れ た 横 切 れ 刃 １ ５ と 、 前 方 に 設 け ら れ た 前 切  
れ 刃 １ ６ と を 有 し て お り 、 横 切 れ 刃 １ ５ と 前 切 れ 刃 １ ６ と の な す 角 θ １ は 、 ２ ５ ° 以 上 ８  
０ ° 以 下 と さ れ て い る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 嵌 合 部 １ ２ は 、 そ の 下 部 に 、 係 止 部 ２ １ を 有 し て い る 。 係 止 部 ２ １ は 、 側 面 視 で 凹 状 に  
形 成 さ れ て い る 。 こ の 係 止 部 ２ １ は 、 そ の 内 面 に お け る 後 方 側 の 傾 斜 面 が 被 係 止 面 ２ ２ と  
さ れ て い る 。 ま た 、 嵌 合 部 １ ２ は 、 そ の 下 部 に お け る 係 止 部 ２ １ よ り も 後 方 側 に 、 後 端 へ  
向 か っ て 次 第 に 上 方 へ 傾 斜 す る 摺 動 面 ２ ３ を 有 し て い る 。 ま た 、 嵌 合 部 １ ２ は 、 後 端 に お  
け る 上 部 に 、 テ ー パ 面 ２ ４ を 有 し て い る 。 こ の テ ー パ 面 ２ ４ は 、 嵌 合 部 １ ２ の 後 端 か ら 前  
方 へ 向 か っ て 次 第 に 上 方 へ 傾 斜 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 上 部 及 び 下 部 に 、 前 後 方 向 に 延 在 す る 上 部 突 条 部 ３ １ 及 び 下 部  
突 条 部 ３ ２ を 有 し て い る 。 上 部 突 条 部 ３ １ は 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ に 形 成 さ  
れ 、 下 部 突 条 部 ３ ２ は 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 切 削 部 １ １ か ら 嵌 合 部 １ ２ の 一 部 に わ た っ  
て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 部 突 条 部 ３ １ に は 、 断 面 視 に お け る 両 角 部 に 、 上 部 当 接 面 （ 当 接 面 ） ３ １ ａ ， ３ １ ｂ  
が 延 在 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 下 部 突 条 部 ３ ２ に は 、 断 面 視 に お け る 両 角  
部 に 、 下 部 当 接 面 （ 当 接 面 ） ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ が 延 在 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 切 削 部 １ １ に お け る 嵌 合 部 １ ２ 側 の 後 面 が 、 そ れ ぞ れ 側  
部 当 接 面 （ 当 接 面 ） ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ １ は 、 ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 ホ ル ダ の イ ン サ ー ト 取 付 部 の 斜 視 図 で あ  
る 。 図 １ ３ は 、 ホ ル ダ の イ ン サ ー ト 取 付 部 の 下 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 イ ン  
サ ー ト 取 付 部 に 設 け ら れ た ス ト ッ パ 部 を 下 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 ホ ル ダ の  
イ ン サ ー ト 取 付 部 の 平 面 図 で あ る 。 図 １ ６ は 、 図 １ ５ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ホ ル ダ ５ ０ は 、 円 柱 状 に 形 成 さ れ て お り 、 先 端 に 切 削 イ  
ン サ ー ト １ ０ が 装 着 さ れ る 。 ホ ル ダ ５ ０ は 、 シ ャ ン ク 部 ５ １ と 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ と  
を 有 し て い る 。 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 シ ャ ン ク 部 ５ １ よ り も 小 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の ホ ル ダ ５ ０ は 、 鋼 材 等 の 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 こ の ホ ル ダ ５ ０ の 材 質 と し  
て は 、 例 え ば 、 弾 性 を 有 し か つ 塑 性 変 形 し づ ら い 合 金 工 具 鋼 鋼 材 （ Ｓ Ｋ Ｓ ５ ） 、 ダ イ ス 鋼  
（ Ｓ Ｋ Ｄ ６ １ ） 、 マ ル エ ー ジ ン グ 鋼 な ど が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ホ ル ダ ５ ０ は 、 例 え ば 、 金 属 粉 末 を 用 い て 造 形 物 を ３ 次 元 造 形 す る 金 属 粉 末 焼 結 ３ Ｄ プ  
リ ン タ ー に よ っ て 造 形 さ れ る 。 金 属 粉 末 焼 結 ３ Ｄ プ リ ン タ ー に よ る 造 形 方 法 と し て は 、 例  
え ば 、 粉 末 床 溶 融 結 合 （ P o w d e r  b e d  f u s i o n ） 、 電 子 ビ ー ム を 用 い て 粉 末 を 溶 融 さ せ  
る 電 子 ビ ー ム 溶 融 法 （ Ｅ Ｂ Ｍ ： E l e c t r o n  B e a m  M e l t i n g ） 、 あ る い は レ ー ザ 光 を 用 い  
て 粉 末 を 溶 融 さ せ る レ ー ザ 溶 融 法 （ Ｓ Ｌ Ｍ ： S e l e c t i v e  L a s e r  M e l t i n g ） な ど が 挙 げ ら  
れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 そ の 先 端 に 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ を 有 し て  
い る 。 こ の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ は 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ の 端 面 に 形 成 さ れ た 穴 部 か  
ら な り 、 こ の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 嵌 合 部 １ ２ 側 か ら 嵌 合 さ  
れ る 。 ま た 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ の 端 部 に は 、 そ の 上 部 に 切 欠 き 部 ５ ４ が 形 成 さ れ て お  
り 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 一 部 が 露 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-123701 A 2024.9.12(10)

　 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 そ の 下 部 に 、 ス ト ッ パ 部 ６ １ を 有 し て い る 。 イ ン サ ー ト 取 付  
部 ５ ２ の 下 部 に は 、 開 口 部 ６ ２ が 設 け ら れ て お り 、 ス ト ッ パ 部 ６ １ は 、 こ の 開 口 部 ６ ２ に  
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス ト ッ パ 部 ６ １ は 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 長 手 方 向 に 延 在 し て い る 。 こ の ス ト ッ パ  
部 ６ １ は 、 先 端 側 が 自 由 端 ６ ３ と さ れ 、 後 端 側 が ホ ル ダ ５ ０ に 連 設 さ れ た 基 端 ６ ４ と さ れ  
た 片 支 持 梁 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ス ト ッ パ 部 ６ １ は 、 そ の 自 由 端 ６ ３ に 、 イ ン サ ー ト  
ポ ケ ッ ト ５ ３ 側 へ 突 出 す る 凸 部 ６ ５ を 有 し て い る 。 こ の 凸 部 ６ ５ は 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト  
５ ３ に 嵌 合 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ に 形 成 さ れ た 係 止 部 ２ １ に 係 合 可 能 と  
さ れ て い る 。 こ の 凸 部 ６ ５ は 、 そ の 外 面 に お け る 後 方 側 の 傾 斜 面 が 係 止 面 ６ ６ と さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ に は 、 ス ト ッ パ 部 ６ １ に お け る イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ 側 に 、 イ  
ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ へ の 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ の 嵌 め 込 み 方 向 に 沿 う ス リ ッ  
ト ６ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ス ト ッ パ 部 ６ １ が 容 易 に 弾 性 変 形 可 能 と さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 上 部 凹 状 部 ７ １ 及 び 下 部 凹 状 部 ７ ２ を 有 し て い る 。 上 部 凹 状  
部 ７ １ は 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 内 面 に お け る 上 部 に 形 成 さ れ 、 下 部 凹 状 部 ７ ２ は 、  
イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 内 面 に お け る 下 部 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 上 部 凹 状 部 ７ １  
及 び 下 部 凹 状 部 ７ ２ は 、 そ れ ぞ れ 断 面 視 で 円 弧 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 内 面 が 上  
部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ） ７ １ ａ 及 び 下 部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ） ７ ２ ａ と さ れ て い る 。 こ れ ら の 上 部  
凹 状 部 ７ １ 及 び 下 部 凹 状 部 ７ ２ に は 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト  
１ ０ の 上 部 突 条 部 ３ １ 及 び 下 部 突 条 部 ３ ２ が 入 り 込 む 。 こ れ に よ り 、 こ れ ら の 上 部 凹 状 部  
７ １ の 上 部 拘 束 面 ７ １ ａ 及 び 下 部 凹 状 部 ７ ２ の 下 部 拘 束 面 ７ ２ ａ が 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０  
の 上 部 突 条 部 ３ １ 及 び 下 部 突 条 部 ３ ２ に 形 成 さ れ た 上 部 当 接 面 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ 及 び 下 部 当  
接 面 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 そ の 端 面 に お け る 両 側 部 に 、 側 部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ）  
７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ を 有 し て い る 。 こ れ ら の 側 部 拘 束 面 ７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ は 、 イ ン サ ー ト 取 付 部  
５ ２ に 装 着 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 側 部 当 接 面 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ は 、 キ ー ホ ー ル ７ ５ を 有 し て い る 。 こ の キ ー ホ ー ル ７ ５ は  
、 イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ の 上 部 に 形 成 さ れ て お り 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ に お け る 切 削  
イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 方 向 前 方 側 に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の ホ ル ダ ５ ０ へ の 装 着 に つ い て 説 明 す る 。
　 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を ホ ル ダ ５ ０ に 装 着 す る に は 、 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２  
に 対 し て 、 そ の 先 端 側 か ら 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を 近 付 け る 。 こ の と き 、 切 削 イ ン サ ー ト １  
０ の 嵌 合 部 １ ２ を ホ ル ダ ５ ０ へ 向 け る と と も に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 上 下 位 置 を ホ ル ダ  
５ ０ に 合 わ せ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ を 、 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ に 形  
成 さ れ た イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ へ 挿 し 込 む 。 こ の よ う に す る と 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の  
上 部 突 条 部 ３ １ 及 び 下 部 突 条 部 ３ ２ が 、 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト 取 付 部 ５ ２ に 形 成 さ れ た  
上 部 凹 状 部 ７ １ 及 び 下 部 凹 状 部 ７ ２ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 状 態 で 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を ホ ル ダ ５ ０ へ 向 か っ て 指 で 押 し 込 む 。 す る と 、 切 削  
イ ン サ ー ト １ ０ は 、 上 部 突 条 部 ３ １ 及 び 下 部 突 条 部 ３ ２ が 上 部 凹 状 部 ７ １ 及 び 下 部 凹 状 部  
７ ２ に よ っ て ガ イ ド さ れ な が ら イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 奥 側 へ 移 動 す る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ 内 へ 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 押 し 込 ま れ る と 、 切 削 イ ン サ  
ー ト １ ０ の 摺 動 面 ２ ３ が ホ ル ダ ５ ０ の ス ト ッ パ 部 ６ １ の 凸 部 ６ ５ に 接 触 し て 互 い に 摺 動 す  
る 。 こ の 状 態 か ら 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が さ ら に 押 し 込 ま れ る と 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の  
嵌 合 部 １ ２ に よ っ て ス ト ッ パ 部 ６ １ が 外 方 （ 図 ４ の 紙 面 下 方 向 ） へ 押 し 出 さ れ て 弾 性 変 形  
す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ の 後 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 係 止 部 ２ １ に 凸 部 ６ ５ が 入 り 込 み 、 係 止 部 ２ １ の 被 係 止  
面 ２ ２ に 凸 部 ６ ５ の 係 止 面 ６ ６ が 接 触 す る 。 す る と 、 弾 性 変 形 し て い る ス ト ッ パ 部 ６ １ が  
復 元 す る こ と に よ り 、 係 止 部 ２ １ の 被 係 止 面 ２ ２ に 凸 部 ６ ５ の 係 止 面 ６ ６ が 摺 動 し 、 復 元  
す る ス ト ッ パ 部 ６ １ の 弾 性 力 が 、 互 い に 摺 動 す る 係 止 部 ２ １ の 被 係 止 面 ２ ２ と 凸 部 ６ ５ の  
係 止 面 ６ ６ を 介 し て 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ に 伝 達 さ れ 、 こ の 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が イ ン サ ー  
ト ポ ケ ッ ト ５ ３ の 奥 側 へ 引 き 込 ま れ て 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ に 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ を 嵌 合 さ せ る  
こ と に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 凹 状 の 係 止 部 ２ １ に 弾 性 変 形 し た ス ト ッ パ 部 ６ １ の 凸  
部 ６ ５ が 係 合 す る 構 造 の ク ラ ン プ 機 構 を 備 え て い る の で 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を イ ン サ ー  
ト ポ ケ ッ ト ５ ３ へ 容 易 に 引 き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 凹 状 の 係 止 部 ２ １ に ス ト ッ パ 部 ６ １ の 凸 部 ６ ５ が 係 合 す る  
際 に 、 弾 性 変 形 し て い た ス ト ッ パ 部 ６ １ が 復 元 す る の で 、 こ の ス ト ッ パ 部 ６ １ が 復 元 す る  
際 の 感 覚 （ い わ ゆ る ク リ ッ ク 感 ） に よ っ て 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 装 着 の 完 了 を 容 易 に 把  
握 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ホ ル ダ ５ ０ に 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 装 着 さ れ た 切 削 工 具 １ ０ ０ で は 、 ホ ル ダ ５ ０ に 装 着  
さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 係 止 部 ２ １ の 被 係 止 面 ２ ２ が ホ ル ダ ５ ０ の ス ト ッ パ 部 ６ １ の  
凸 部 ６ ５ の 係 止 面 ６ ６ に よ っ て 係 止 さ れ 、 ホ ル ダ ５ ０ へ の 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 装 着 状 態  
が 維 持 さ れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 こ の 装 着 状 態 に お い て 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 上 部 当 接 面 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ 及 び 下  
部 当 接 面 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ が ホ ル ダ ５ ０ の 上 部 拘 束 面 ７ １ ａ 及 び 下 部 拘 束 面 ７ ２ ａ に 当 接 さ  
れ 、 さ ら に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 側 部 当 接 面 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ が ホ ル ダ ５ ０ の 側 部 拘 束 面  
７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ に 当 接 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ に 嵌 合  
さ れ て 装 着 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 高 い 保 持 力 で ホ ル ダ ５ ０ に が た つ き な く 保 持 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ホ ル ダ ５ ０ に 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 装 着 さ れ た 切 削 工 具 １ ０ ０ は 、 被 加 工 物 Ｗ を 切 削 す  
る 際 に 、 被 加 工 物 Ｗ に 対 す る 前 切 れ 刃 １ ６ の 切 込 み 角 θ ２ が ６ ０ ° 以 上 １ ４ ５ ° 以 下 と な  
る （ 図 ３ 参 照 ） 。 つ ま り 、 切 削 工 具 １ ０ ０ は 、 横 切 れ 刃 １ ５ と 前 切 れ 刃 １ ６ と の な す 角 θ  
１ が ２ ５ ° 以 上 ８ ０ ° 以 下 で あ り 、 ま た 、 前 切 れ 刃 １ ６ に お け る 切 込 み 角 θ ２ が ６ ０ ° 以  
上 １ ４ ５ ° 以 下 と な る 切 れ 刃 １ ３ に よ っ て 、 Ｉ Ｓ Ｏ で 規 格 化 さ れ て い る 菱 形 イ ン サ ー ト が  
装 着 さ れ た 切 削 工 具 と 同 様 の 切 削 加 工 を 被 加 工 物 Ｗ に 対 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 被 加 工 物 Ｗ を 切 削 す る 際 に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ は 、 被 加 工 物 Ｗ か ら 、 軸 方 向  
に 対 し て 平 面 方 向 へ 直 交 す る 軸 回 り に 回 転 す る 反 力 を 受 け る 。 具 体 的 に は 、 前 切 れ 刃 １ ６  
に お け る 被 加 工 物 Ｗ か ら の 切 削 抵 抗 に よ っ て 反 力 Ｆ １ を 受 け 、 横 切 れ 刃 １ ５ に お け る 被 加  
工 物 Ｗ か ら の 切 削 抵 抗 に よ っ て 反 力 Ｆ ２ を 受 け る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 切 削 工 具 １ ０ ０ で は 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 反 力 Ｆ １ ， Ｆ ２ を 受 け た 際 に 、 切 削 イ ン サ  
ー ト １ ０ の 側 部 当 接 面 ３ ３ ａ に 当 接 す る ホ ル ダ ５ ０ の 側 部 拘 束 面 ７ ３ ａ が 反 力 Ｆ １ を 受 け  
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止 め 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 側 部 当 接 面 ３ ３ ｂ に 当 接 す る ホ ル ダ ５ ０ の 側 部 拘 束 面 ７ ３ ｂ  
が 反 力 Ｆ ２ を 受 け 止 め る 。 し た が っ て 、 被 加 工 物 Ｗ の 加 工 時 に お け る 切 削 イ ン サ ー ト １ ０  
の 変 動 を 抑 え る こ と が で き 、 切 削 加 工 を 良 好 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の ホ ル ダ ５ ０ か ら の 取 り 外 し に つ い て 説 明 す る 。
　 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を ホ ル ダ ５ ０ か ら 取 り 外 す に は 、 ホ ル ダ ５ ０ に 形 成 さ れ た キ ー ホ ー  
ル ７ ５ に ピ ン Ｐ を 押 し 込 む （ 図 ４ 参 照 ） 。 す る と 、 こ の ピ ン Ｐ の 先 端 に よ っ て 切 削 イ ン サ  
ー ト １ ０ の 嵌 合 部 １ ２ に 形 成 さ れ た テ ー パ 面 ２ ４ が 押 圧 さ れ る 。 す る と 、 ス ト ッ パ 部 ６ １  
が 外 方 （ 図 ４ の 紙 面 下 方 向 ） に 押 し 出 さ れ て 弾 性 変 形 す る と と も に 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト  
５ ３ に 嵌 合 さ れ て 装 着 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ が 嵌 合 方 向 と 反 対 方 向 へ 押 し 出 さ れ 、 ス  
ト ッ パ 部 ６ １ に よ る 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の 係 止 が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ネ ジ に よ っ て  
切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 ホ ル ダ ５ ０ の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ か ら 切  
削 イ ン サ ー ト １ ０ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 ピ ン Ｐ を 押 し 込 む キ ー ホ ー ル ７ ５ は 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト  
５ ３ へ の 嵌 合 方 向 に 沿 う 長 孔 で も よ い 。 こ の 場 合 、 長 孔 か ら な る キ ー ホ ー ル ７ ５ に 挿 し 込  
ん だ ピ ン Ｐ の 後 端 を ホ ル ダ ５ ０ の 後 方 へ 倒 す こ と に よ り 、 キ ー ホ ー ル ７ ５ と の 接 触 箇 所 を  
支 点 と し て ピ ン Ｐ を 揺 動 さ せ 、 ピ ン Ｐ の 先 端 に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ を イ ン サ ー ト ポ  
ケ ッ ト ５ ３ か ら 容 易 に 押 し 出 し て 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト ５ ３ に 嵌 合 さ れ る 切  
削 イ ン サ ー ト １ ０ を ス ト ッ パ 部 ６ １ に よ っ て 弾 性 的 に 係 止 し て 装 着 さ せ る 構 造 の ク ラ ン プ  
機 構 を 備 え て い る の で 、 ネ ジ に よ っ て 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ へ 装 着 す る 構 造 と 比 べ 、 切  
削 イ ン サ ー ト １ ０ を ホ ル ダ ５ ０ へ 容 易 に か つ 安 定 し て 装 着 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ  
り 、 切 削 イ ン サ ー ト １ ０ の ホ ル ダ ５ ０ へ の 装 着 作 業 性 を 向 上 で き 、 ま た 、 ネ ジ の 落 下 や 紛  
失 な ど の 不 具 合 を 解 消 で き る 。 し か も 、 ネ ジ 山 を 不 要 に で き る の で 、 ホ ル ダ ５ ０ を 小 径 に  
で き 、 小 物 部 品 の 加 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 内 径 切 削 用 に 限 ら ず 、 回 転 す る 被 加 工 物 に 対 し て 角 形 の ホ ル ダ の 先 端  
に 装 着 し た 切 削 イ ン サ ー ト に よ っ て 外 径 部 分 を 切 削 す る 外 径 切 削 用 の 旋 削 工 具 に も 適 用 可  
能 で あ る 。 ま た 、 切 削 イ ン サ ー ト の 切 れ 刃 を 内 径 溝 入 れ 刃 型 や 端 面 溝 入 れ 刃 型 に 置 き 換 え  
、 内 径 溝 入 れ 加 工 や 端 面 溝 入 れ 加 工 を 行 う 場 合 に も 対 応 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
１ ０   切 削 イ ン サ ー ト
１ １   切 削 部
１ ２   嵌 合 部
１ ３   切 れ 刃
１ ５   横 切 れ 刃
１ ６   前 切 れ 刃
２ １   係 止 部
３ １ ａ ， ３ １ ｂ   上 部 当 接 面 （ 当 接 面 ）
３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ   下 部 当 接 面 （ 当 接 面 ）
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ   側 部 当 接 面 （ 当 接 面 ）
５ ０   ホ ル ダ
５ ３   イ ン サ ー ト ポ ケ ッ ト
６ １   ス ト ッ パ 部
６ ５   凸 部
６ ７   ス リ ッ ト
７ １ ａ   上 部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ）
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７ ２ ａ   下 部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ）
７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ   側 部 拘 束 面 （ 拘 束 面 ）
７ ５   キ ー ホ ー ル
１ ０ ０   切 削 工 具
Ｗ   被 加 工 物
θ １   な す 角
θ ２   切 込 み 角
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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